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本題に入る前にリハビリ職種について
のご紹介と活動の変遷について

 リハビリ職種とは理学療法士(PT)、作業療法士(OT)、言語聴覚士(ST)等をいいます。

 我々は医学関連職種である医師(Dr)、看護師(Ns)、介護士、ケアマネジャー(CM)、
等々の方と力を合わせて患者様、利用者様を社会・自宅・施設等にお帰りになる(復
帰される・入所される)ためのお手伝いをさせていただくことが目的になります。

 30年程度前(昭和60年代後半～平成前半)は退院は自宅か施設(特別養護老人ホーム)
にに限られていて、入院期間も治るまでと、1年近くにもなる方が多かったと記憶
しています。

 平成9.12.17に介護保険法が公布され、平成12.4.1より(一部を除き)施行されました。
この頃より介護老人保健施設、有料老人ホーム等の整備が進んでいきました。

 介護保険の整備により自宅に帰ってもディサービス・ディケア、訪問リハビリ、

訪問看護、訪問入浴、ショートスティ(短期入所)等のサービスが受けられることとな
り早期の退院、自宅療養が進みました。

 私たちリハ職種は活動の場を病院から施設、在宅へと活動の場を広げていきました。



地域のためにリハビリ職種ができること(1)

医療施設においては

・急性期～回復期(入院・手術後～家庭内生活に向けて)

・社会復帰(仕事復帰に向けて、例えば応用歩行訓練、筋力強
化訓練、関節可動域改善訓練、手指巧緻機能改善訓練)

・訪問(入院直後は自宅環境の相互理解・把握を患者様・家族
と医療提供者間で、退院前は今できていることが自宅でどこ
まで実現可能か確認する)

・地域支援(自宅退院後の生活、環境等をCMさん等も交えて
調整する)



地域のためにリハビリ職種ができること(2)

介護施設(例えば老人保健施設)においては

・自立支援(歩行訓練、家庭内生活機能改善訓練)

・介護予防(生活能力・歩行能力が低下しない様に)

・訪問(入所直後・退所前、通所利用時定期的に)

・地域支援(自宅での生活、環境等をCMさん等も交えて調整)



地域のためにリハビリ職種ができること(3)

公的機関(例えば市役所)においては

・健康増進活動(公民館での健康体操教室)

教育現場においては

・専門学校・大学等での教育、研究



動作確認と住宅改修



『動作確認』とは
 日常生活動作においてスムーズに動作ができるか、補助が必要か、全く不可か
などの評価を行い、動作ができない原因を考察します。生活する場所でベッド
から起き上がる際の動作、ベッド・椅子からの立ち上がる際の動作、歩行する
際の動作・動線(道筋)、トイレ動作などを実際に行って戴き確認します。病
院・施設ではできていても自宅ではできない方も多々います。

 行う場所

 ・病院

 ・施設

 ・自宅

 ・自宅周囲



起き上がり動作

起き上がりは4相に分けてみていきます

①相：仰向けから横向けになるまで

②相：横向けから肘で支えるまで

③相：肘での支えから手掌で支えるまで

④相：手掌で支えから長坐位(端坐位)まで



立ち上がり動作

 立ち上がるには以下の動作が必要です。

 ①体を前に傾ける(重心移動)

 ②両足に体重を載せて

 ③臀部を浮かせ

 ④体・下肢の関節を伸ばします。



歩行動線(道筋)

動線とは人が歩行
する際に辿る軌跡や

経路のこで
動線上に支障となる
障害物や段差、助け
となる手すり等につ
いて検証します。



歩行①



歩行(周期)②



トイレ動作
 トイレ動作を遂行するためには以下の動作が必要です。

①尿・便意の確認

②トイレへ移動

③ドアの操作

④下衣操作

【排尿・排便】

⑤便座操作

⑥後始末

⑦下衣操作

⑧ドアの操作

⑨トイレからの移動



『住宅改修』とは
 障害があっても自宅を住みやすく改修したり、福祉用具を活用することで住み
慣れた自宅での生活が継続できる可能性が広がります。









在宅訪問時のチェックポイント

動線

道路～玄

関の移動

てすり

トイレ

浴室

段差

寝室



高齢者と段差・てすり(留意点)

高齢者はわずかな段差でも転倒する。

適切な位置にてすりを設置しないと力
を入れて利用できなくなる。



hand railハンドレール

• 体の位置を移動させるときに手を滑らせながら使用する手すりのこと

•直径32ｍｍ～36mm程度

•主に門戸から玄関までのアプローチ、廊下、階段で使用

grab barグラブバー

•移乗動作や立ち坐り動作のときにしっかりつかまって使用するてすりのこと

•直径28mm～32mm程度

•主に玄関、トイレ、洗面・脱衣室、浴室等で使用する

使用場所による手すりの種類



たててすり

• (主な目的)立ち坐り用

• (設置位置)便器の先端よりも200ｍｍ～300mm前方

よこてすり

• (主な目的)坐位保持用

• (設置位置)便器の中心線から左右各々350ｍｍ程度振り分けた位置にあって
左右対称とし、高さは便器の座面から220ｍｍ～250mm程度上方

L型

•“よこてすり”と“たててすり”の機能を併せ持つ

(1)場所応じた手すり(トイレ)



屋外階段に設置する場合

•てすりはたとえ2・3段でも必ず設置する

•てすりは下りるときの利き手側に設置する(両側が望ましいが)

あがりかまち横に設置する場合

•段差を安全に昇降する為にたててすりを利用する

•たててすりは土間床面から750mm～800mmの高さ

•たててすりの上端はホール床面に立った対象者の肩の高さより100mm程度上方の高さ

部屋の出入り口付近に設置する場合

•たててすりを設置する

•体をてすりにあずけたり、たててすりを握って姿勢を安定させ、扉の開閉を行ったりする

(2)場所に応じた手すり(玄関周囲・屋内)



各場所のチェックポイント



トイレのチェックポイント

配置

•トイレは寝室の近くに配置されているか

•高齢になると夜間のトイレの回数が増加

•排泄時の音やにおいの配慮はされているか

スペース

•立ち坐りの動作に支障はないか

•介護者が動作を行えるスペースは確保されているか

てすり

•用途に応じたてすりが配置されているか

•立ち座り用の縦てすり

•座位保持用の横てすり



畳一畳の基本
サイズは約

1.82ｍ×0.91

ｍ＝1.656㎡

左トイレ：
1.515ｍ

×1.515ｍ＝
2.295㎡

約1.4畳

一般的なトイレの
寸法

戸建て0.8畳
マンション0.6畳



浴室のチェックポイント
脱衣室との間の段差について

•浴槽内へ移動する際は脱衣室との間の段差（20mm以下、車椅子の場合は5mm以下）に配慮するこ
と

•浴室を改修する際、適切な排水の向き、排水溝は設置されているか

浴槽について

•日本は和式浴槽が多く、縁が高すぎて出入りに支障をきたすものが多い

•安全な動作の為の手すりは適切に配置されているか

洗い場について

•浴室の床は濡れている事が多く、高齢者にとっては転倒しやすい

•日本人の入浴方法は頻繁な姿勢変化を伴う為、洗い場に一定のスペースが必要

•介助が必要な場合、スペースは確保されているか(1600ｍｍ×1600ｍｍ ｏｒ 1800mm×1400mm)

•安全な動作の為の手すりは適切に配置されているか



段差のチェックポイント
玄関の段差

・上がりがまちの段差の解消が必要

・式台(玄関・土間に設置する踏み台のこと)を設置し、階段1段分よりも広めに取り、進行方向から見て幅500mm
以上、奥行き400mm以上とする

•上がりがまちの段差が大きい時や車椅子を使用するときは段差解消機

•の設置の設置を検討する

床面(廊下と居室等)の段差

•すりつけ板の設置(段差解消スロープ 等の名称で販売されている)

•すりつけ板は車椅子移動には適しているが、歩行する人が足を滑らせることがあり注意が必要

•すりつけ板の両端に足を引っ掛けることがあるので配慮が必要

階段

・緩やかな勾配にする

踏面は300mm～330mm程度

蹴上げは110mm～160mm程度

・階段の先端部分は色を変えて注意を促す

・手すりの設置(両側が望ましいが、片側なら下りの利き手側が望ましい)





動線を考える



歩行動線(道筋)

動線とは人が歩行
する際に辿る軌跡や

経路のこで
動線上に支障となる
障害物や段差、助け
となる手すり等につ
いて検証します。



動線を考える

居室の位置関係

寝室とトイレの位置関係はどうなっているか

同居者と孤立していないか(近すぎても遠すぎても‥‥)

動線上に障害物はないか

•歩行器が通れない(家具が突き出ている、みかん袋がおいてあることも)

健常者への配慮も

•夜間、健常者の安眠を妨げることも

•てすり、段差解消は必要だが、健常者には使いづらいことも



寝室のチェックポイント

ベッドの配置・向きは適切か

•起き上がる方向に障害物はないか(壁・ふすま)

•動線を考えたとき、適切な配置か(遠回りをさせることにならないか)

ベッドの高さは適切か

•立ち上がりに支障はきたしてないか

ベッド周囲の環境

動線を妨げるものは置かれてないか(コード類)

カーペット端は歩行器等の移動に支障をきたすことも



住宅改修のまとめ(1)



住宅改修のまとめ(浴室と脱衣所)



住宅改修のまとめ(トイレ)



住宅改修のまとめ(玄関)



住宅改修のまとめ(ベッド周り)

ベッドの高さ

手すりの位置マットレスの選定

ベッドの位置





住宅改修のまとめ(廊下とてすり)

手すりの高さと形状

手すりを取り付ける位置

床に障害物は？滑りやすくない？
廊下は夜でもみえる？

スイッチどこにあるかわかる？




